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第 9 回 国 際農薬化学会議 (ICPC) 参加報告
は や し

JA 全農営農 ・ 技術セ ン タ ー やド
あ き
明 子

第 9 回 国際農薬化学会議 (JCPC) が， イ ギ リ ス の ロ

ン ド ン に て 8 月 2 日 か ら 7 日 の 6 日 間行わ れた。 本大会

の サ ブタ イ ト ル は “Food and Environmental Chal­

lenge" で， こ れ は 前 回 の 開 催 時 (1994 年， ワ シ ン ト

ン ・ USA) に す で に 決定 さ れ て い た も の で あ る が， 現

在の， 環境問題への世界的な関心の高 さ と ， 遺伝子組換

え農作物 を は じ め と す る 新 し い技術の進歩な ど を考 え る

と ， い ま ま さ に農業 を取 り 巻 く 環境は新 し い挑戦の時代

に 突入 し て お り ， 4 年前 に 設定 さ れた こ の タ イ ト ル は 的

確であ っ た と 言 え よ う 。

参加者 は 58 か 国 か ら 約 1 ， 700 名， 日 本か ら も 100 名

を超す参加があ っ た。 ま た ， ポ ス タ ー発表は 1 ， 100 演題
と 多 く ， ICPC は 回 を 重 ね る ご と に そ の規模が大 き く な

る よ う であ る 。

I 会議の構成

会議 は八つ の ト ピ ッ ク か ら な る (表-1) 。 表 を 見れ ば

わ か る と 思 う が， 農薬に 関す る あ り と あ ら ゆ る 分野を網
羅 し て い る 。 各 ト ピ ッ ク は， 招待講演 と 五つ の サ プ ト ピ

ッ ク に分かれた ポ ス タ ー発表か ら な り ， 招待講演， ポス

タ ー発表 と も に ， 半 日 ずつ の時聞が と ら れて い た。 あ る

ト ピ ッ ク を重点的に見 ょ う と すれば招待講演 と すべて の

ポ ス タ ー発表 を見れば良 い し， 農薬 に 関す る 全般的な情

報 を得た い場合は八つの ト ピ ッ ク すべて の招待講演を聞
け る よ う に ， う ま く プロ グ ラ ム さ れて いた 。

ま た， 各サ ブ ト ピ ッ ク ご と の ポ ス タ ー発表 は 2 時間の

Poster Viewing と 続い て 別室 に て 1 時間の Poster Dis­

cussion か ら な る 。 Poster Discussion の時間 は そ れぞれ

の オ ー ガ ナ イ ザー の 方針に よ り ， そ の場での フ リ ー ト ー

キ ン グが行わ れる も の， あ ら か じ め オ ー ガ ナ イ ザー に よ

り 指名 さ れた発表者 に よ る も の な ど様々 であ っ た が， い

ずれの ト ピ ッ ク に お い て も 発表者 ・ 傍聴者取 り 混ぜた活
発な議論がな さ れた。 半袖では涼 し い ほ どの ロ ン ド ン の
気候 に も かかわ ら ず， ポ ス タ ー会場 は人々 の熱気で非常

に暑 く ， 参加者の多 さ と 熱心 さ を物語っ て いた。

A Blief Report o n  “9th International Congress Pesticide 

Chemistry".  By Akiko HAYASHl 
( キ ー ワ ー ド : 国際会議報告， 国際農薬化学会議， ICPC) 

表 - 1 第 9 回国際農薬化学会議プ ロ グ ラ ム ( ( ) 内 の数字は

ポ ス タ ー発表数)

ト ピ ッ ク 1 : 合成 と 構造活性相関

l A : 合成 (36)

l B : 殺菌剤 (20)

1 C : 除草剤 (26)

l D : 殺虫剤 (24)

1 E : リ ー ド 化合物 と デザイ ン (25)

ト ピ ッ ク 2 : 製剤施用

2 A : 液体製剤 (29)

2 B : 固形製剤 (14)

2 C : 生物学的相互作用 (15)
2 D : 施用 (29)

2 E : 分析 (7)

ト ピ ッ ク 3 : 天然物質

3 A : 植物由来の農薬 (63)

3 B : 微生物農薬 (27)
3 C : 合成 (21)

3 D : バイ オ コ ン ト ロ ー ル と IPM の た め の化学 (31)

3 E : 初期 お よ び 2 次代謝物の バイ オ テ ク ノ ロ ジ ー ( 1 1)

ト ピ ッ ク 4 : 作用機構 と 抵抗性
4 A : 除草剤 (28)
4 B : 殺虫剤 (50)

4 C : 殺菌剤 (15)
4 D : 抵抗性モ ニ タ リ ン グ と マ ネ ジ メ ン ト (30)

4 E : 農薬の適正 な 開発 と 使用 の た め の分子的ア プ ロ ー チ (4)

ト ピ ッ ク 5 : 代謝

5 A : 植物体での代謝メ カ ニ ズ ム ， 代謝物 (28)

5 B : ヒ ト ， 動物， 鳥， 魚 に お け る 代謝 (19)

5 C : Iη Vitro 代謝試験 (12)

5 D : 代謝研究 に お け る 装置 と 方法の進歩 (8)

5 E : 農薬デザイ ン の構成要素 と し て の代謝反応 (15)
ト ピ ッ ク 6 : 環境挙動

6 A : 土壌中 での挙動 (52)

6 B : 農薬の挙動 モ デル (35)

6 C : 農業の挙動 と 表面水 (44)

6 D : 農薬の挙動 と 地下水 (47)

6 E : 大気中での農薬の挙動 (23)

ト ピ ッ ク 7 : 植物 と 環境 中 の残留

7 A : 分析法 と 検出技術の進歩 (78)
7 B : 植物中の残留 (51)
7 C : 環境 中の残留 (51)

7 D : 途上国 に お け る 残留分析 (19)
7 E : 国際貿易 と 残留 (12)

ト ピ ッ ク 8 : レ ギ ュ レ ー シ ョ ン と リ ス ク ア セ ス メ ン ト

8 A : 消費者暴露 と 安全 (23)

8 B : 環境暴箆 と 安全 (29)
8 C : 散布者暴露 と 安全 (15)

8 D : モ ニ タ リ ン グ (17)

8 E : ハ ー モ ナ イ ゼ ー シ ョ ン/国際協調 (15)
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E メ イ ン ト ピ ッ ク の概要

各 ト ピ ッ ク で は 100 を 超 え る ポ ス タ ー発表 と 熱心 な デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン， そ し て招待講演があ り ， 一概 に そ の 内

容 を紹介す る こ と は難 し い が， 主 だ っ た発表内容や デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン で話題に の ぼ り 印象深か っ た 内容 を 中心に

以下 に記述 し た 。 内容に偏 り があ り 大変申 し訳な いが，

ご容赦い た だ き た い。
ト ピ ッ ク 1 : 合成

新規化合物や リ ー ド 化合物か ら の合成 に 関す る 発表ば

か り でな く ， 新 し い生物活性ス ク リ ー ニ ン グ法， 分子モ

デ リ ン グ， 構造相関活性な ど に つ い て の発表が見 ら れ，

新 し い テ ー マ と し て， 合成の 自 動化や マ ス ス ク リ ー ニ ン

グ法に つ い て の発表があ っ た。

ト ピ ッ ク 2 : 製剤施用

招待講演では， い か に 作物 と 環境の両者 を守 り つ つ農

薬 を 施用 す る かが薬剤施用 に お け る 問題点 で あ る が，
Bt 遺伝子な ど を 導入 し た 遺伝子組換 え作物 は こ れ に 関

す る 新た な解決策の一つ で は な い か， と い う ユ ニ ー ク な

考 え 方が述べ ら れた 。 ポ ス タ ー発表 は 新 し い 製剤の ほ

か， コ ン ト ロ ー ル リ リ ー ス ， 製造技術， 製造の プロ セ ス

コ ン ト ロ ー ルな ど に つ い て の発表が 自 に つ い た。

ト ピ ッ ク 3 : 天然物質

植物や微生物中 の殺虫 ・ 殺菌活性物質の ス ク リ ー ニ ン

グ， 単離， 合成手法や そ の活性評価 に 関す る 研究が中心

であ る が， 一部遺伝子組換 え 作物 に つ い て の発表が あ っ

た 。

ト ピ ッ ク 4 : 作用機構 と 抵抗性

抵抗性 の メ カ ニ ズ ム や作用機構解明 の 発表が多 か っ
た。 招待講演では， 化学的， 分子生物学的ア プロ ー チ手
法や新規薬剤の 開発への利用 な ど に つ い て 各 メ ー カ ーや
大学での ユ ニ ー ク な研究が紹介 さ れた。

ト ピ ッ ク 5 : 代謝

代謝研究 に よ り 得 ら れた デー タ を 広範囲 に利用 し て い

く こ と が今後重要であ り ， リ ス ク ア セ ス メ ン ト ， 新農薬

の デザイ ン， 遺伝子組換 え植物の産出 な ど に ど う 生か し

て い く か， と い う デ ィ ス カ ッ シ ョ ンがな さ れた 。

ト ピ ッ ク 6 : 環境動態

土壌， 地下水 ・ 表流水， 大気中での挙動 を室内 お よ び
園場 に お い て調査 し た研究 に加え， コ ン ビ ュ ー タ モ デ リ
ン グ に つ い て の発表が， 飛躍的 に増 え た 。

ト ピ ッ ク 7 : 食物 と 環境 中 の残留

新 し い 分析法 に 関 す る も の が多 く ， 特 に 注 目 は LC/

MS/MS と イ ム ノ ア ッ セ イ で あ っ た 。 招待講演では大手

食品 ス ーパー マ ー ケ ッ ト “Safeway" の食品供給者の側

か ら 見た 農薬残留 の問題や そ れ に 関す る 取 り 組み に つ い

て の講演があ り ， 興味深か っ た 。
ト ピ ッ ク 8 : レ ギ ュ レ ー シ ョ ン と リ ス ク ア セ ス メ ン ト

現在実施 し て い る リ ス ク ア セ ス メ ン ト は非常 に精度が

良いが， 実際の消費者や環境の被爆量 は さ ら に低 い の で
は な いか， と い う 疑問や， 環境中 の モ ニ タ リ ン グや リ ス

ク ア セ ス メ ン ト の結果 を生かすた め に ， 農薬の使用 に つ

い て政府や製造者だ け でな く 農家 に も 責任 を持た せ る べ

き であ り ， 今後は農家指導が重要で あ る ， と い っ た 話題

がデ ィ ス カ ッ シ ョ ン の場で挙がっ た 。

会議では， 便宜上八 つ の メ イ ン ト ピ ッ ク に分類 さ れて

講演， 発表お よ ひやデ ィ ス カ ッ シ ョ ンが行わ れた が， 実際

に は 各 ト ピ ッ ク の 内容 は 密接 に か か わ っ て い る 。 例 え

ば， 筆者 は河川水中の農薬 の モ ニ タ リ ン グ結果 に つ い て

ポス タ ー発表 を ト ピ ッ ク 7 C に て行っ た が， 同様の環境

中 の モ ニ タ リ ン グ に つ い て の発表 は ト ピ ッ ク 6 に も ト ピ

ッ ク 8 に も あ り ， お の お の 異 な る 視点、の考察がな さ れ，

興味深か っ た 。 ま た ， 実際の講演 ・ 発表 は 4 臼 間 し か な
い た め， こ れ ら の広範囲 に わ た る 膨大な情報 を 収集す る

に は と て も 時聞がな か っ た こ と が悔や ま れ る 。

ま た ， 印象に残 っ た の は， 海外の発表者 の ポ ス タ ーが

非常 に美 し い こ と であ る 。 こ れだ け発表が多 い と ， すべ

て の発表 を く ま な く 見て 回 る の は不可能であ り ， ど う し

て も 見た 目 に 美 し く 印象深 い ポ ス タ ー を見て し ま う 。 内

容 も さ る 事なが ら ， ポ ス タ ー発表の場合， そ の構成が大

き な要素 を 占 め る と い う こ と を痛感 し た 。

田 次回 の 開催予定

次回の第 10 回 ICPC は 2002 年 8 月 4 日 か ら 9 日 の 日

程でス イ ス ・ パー ゼル に て 開催 さ れ る 。 オ ー ガ ナ イ ザー

は Swiss Society of  Chemical lndustries と New Swiss 

Chemical Society で， 1999 年の後半 に は セ カ ン ド サ ー

キ ュ ラ ーが発行 さ れ る 予定であ る 。 注 目 の サ ブタ イ ト ル

は“lnnovative Solutions for Healthy Crops" 0 21 世紀

を迎 え た そ の頃， 農業， 食料 は どの よ う な状況 に あ る の
だ ろ う か。 こ れか ら の 4 年間の技術革新 と 共 に ， 次回の

会議の盛況 を期待す る 。
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